
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳幼児突然死症候群の定義】（厚生労働省） 

それまでの健康状態及および既往歴からのその死亡が予測できず、

しかも死亡状況調査および解剖検査によってもその原因が同定され

ない、原則として１歳未満の児に突然死の死をもたらした症候群と

されています。 

 

 

【原因】 

・睡眠時の無呼吸からの回復の遅れが最も有効な説です。 

・呼吸中枢の未熟や適応変化の遅れが関係していると思われます。 

【発生の頻度】 

・うつぶせ寝、妊娠中の喫煙、赤ちゃん周囲での喫煙、母乳以外 

の栄養法などの育児環境との関連が示唆されています。 

・毎年 4000人の出生に対し１人の割合で発生が予想されます。 

・全体の 80％未満が６か月未満児です。まれに１歳以上で発生 

することがあります。 

・８割が家庭で、２割が病院・保育施設で起こっています。 

・病院に比べ約４対６で保育施設のほうが多く、慣れ保育中 

など預けて日の浅い時に多く発生しています。 

・うつぶせ寝はやめましょう。 

 SiDS は初めての保育園等で環境がかわった時に発生の危険が

高くなります。 

あおむけで寝かせるようにしましょう。（生後１２か月未満は、 

必ずあおむけ寝にすること。） 

・敷布団は硬めのものを使いましょう。 

・掛け布団は軽いものを使いましょう。 

・タオルなど、かけているものは、顔に 

かからないようにしましょう。 

正面玄関に AED設置してあります 


